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WoodyStripeVenus

小 川忠 彦/夙 川学院短期大学

私 達 が具 象 的 な絵 を描 く場 合 に どの よ うな

手 順 を踏 む の か を考 え る と,概 ね ① 輪 郭 を 取

る,② 明 暗 を つ ける,③ 着 色 す る,④ テ ク ス

チ ャー をっ け る とい うこ とで は な か ろ うか 。

換 言 す れ ば 手 描 きに よ る具 象 的 な絵 柄 の成 立

条 件 が① ～ ④ で あ る と言 え る。

しか し,カ ラー写 真製 版 印刷 は コンタ ク ト ・

ス ク リー ンを 使 用す るこ とでY(イ ェ ロー)

M(マ ゼ ン タ)C(シ ア ン)K(ス ミ)の プ

ロセ ス カ ラー4色 の み で① ～ ④ の条 件 を満 た

して い る。 コ ン タ ク ト ・ス ク リー ンに は最 も

一 般 的 な網 点 の ほか モ ザ イ ク,万 線,砂 目な

どの種 類 が あ る。 過 去 に網 点 とモザ イ クの ス

ク リー ンで 原画 を分 解 し,シ ナ材 を使 用 して

点 や面 の深 浅 を 作 り,影 の7淡 で絵 柄 を再 現

した作 品 を 数 点 制作 した。 今 回 は点,面 に次

ぎ,線 に よ る作 品化 を試 み た。

前 述 の よ う に写 真 製 版 印刷 に使 われ る ス ク

リー ンの う ち万 線 ス ク リー ンで原 画 を分 解 す

ると平行線に置換され各線は原画の明暗に応

じて微妙に凸凹した太さをもっている。

今回の作品は平面に表現された凸凹した線

を奥行の深浅に置換 した もので,同 じ太 さの

平行線で写真のような図像を再現することは

平面(2次 元)で はむずか しいが奥行をもっ

た立体(3次 元)で は可能ではないかと試作

したものである。

また,凹 んだ溝の深浅で図像を表現出来る

可能性を予測 したのは,万 線の各線が凸状態

である場合に出来る影で も図像を表わすであ

ろうと思えたからである。凹型,凸 型のいつ

れの万線 もその深浅と高低の違いはあるもの

の同様に図像を表すことを作品化することで

実践した。 これらは,あ たか も雌型と雄型の

ような関係にあるといえる。

斜め横45度 の光が当ればビーナスが誕生す

る(筈 である)。

制作過程

万線 スクリー ンで分解 された原図 各線を垂直に2等 分する
ab

a.bに 深 さを

つ け る

a,bに 幅を もたせ る

a(凸 形)b(凹 形)
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「ウッデ ィ・ス トライプ ・ビーナス凹」
515mmx364mmx20mm

シナ材2004年

ウッデ ィ ・ス トライプ ・ビーナス凸

515mmx364mmx20mm

シナ材2004年

「ウッディ ・ス トライプ ・ビーナスの誕生凹」

1107mmx1598mmx30mm

シナ材2004年
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